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(57)【要約】
【課題】　外部から液体が浸入し、内部に密封した液体
に混入することを防止或いは抑制でき、特に押し工程及
び引き工程のプランジャ速度の差を利用して外部から液
体が浸入し、内部に密封した液体に混入することを防止
或いは抑制できる密封型ラッシュアジャスタを提供する
。
【解決手段】　プランジャ２と、これを嵌挿したボディ
１Ａとを備えた密封型ラッシュアジャスタ１００Ａであ
って、プランジャ２の摺動部に第１のシール部材５を備
えるとともに、前記摺動部に対向するボディ１Ａの摺動
部に第２のシール部材３０を備える。プランジャ２が押
し込まれるときに第１のシール部材５と第２のシール部
材３０との間に形成される空間Ｋが拡大し、且つプラン
ジャ２が突出するときに空間Ｋが縮小するように、プラ
ンジャ２の摺動部に第１のシール部材５を備えるととも
に、対向するボディ１Ａの摺動部に第２のシール部材３
０を備える。
【選択図】　図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
プランジャと、該プランジャを嵌挿したボディとを備えた密封型ラッシュアジャスタであ
って、
　前記プランジャの摺動部に第１のシール手段を備えるとともに、前記プランジャの摺動
部に対向する前記ボディの摺動部に第２のシール手段を備えることを特徴とする密封型ラ
ッシュアジャスタ。
【請求項２】
前記プランジャが押し込まれるときに前記第１のシール手段と前記第２のシール手段との
間に形成される空間が拡大し、且つ前記プランジャが突出するときに前記第１のシール手
段と前記第２のシール手段との間に形成される空間が縮小するように、前記プランジャの
摺動部に第１のシール手段を備えるとともに、前記プランジャの摺動部に対向する前記ボ
ディの摺動部に第２のシール手段を備えることを特徴とする請求項１記載の密封型ラッシ
ュアジャスタ。
【請求項３】
前記ボディが、前記第１のシール手段と前記第２のシール手段との間に形成される空間か
ら外部に連通する連通孔をさらに備えていることを特徴とする請求項１または２記載の密
封型ラッシュアジャスタ。
【請求項４】
さらに前記ボディの外壁部のうち、前記連通孔よりも前記ボディの開口部側の部分に第３
のシール手段を備えていることを特徴とする請求項１から３いずれか１項記載の密封型ラ
ッシュアジャスタ。
【請求項５】
往復で移動する第一の部品と、該第一の部品が摺動する第二の部品とを備え、往動時と復
動時とで第一の部品の移動速度に差が生じる第一及び第二の部品間のシール構造であって
、
　前記第一の部品の摺動部に第一のシール手段を備えるとともに、前記第一の部品の摺動
部に対向する前記第二の部品の摺動部に第二のシール手段を備えることを特徴とする第一
及び第二の部品間のシール構造。
【請求項６】
前記第一の部品が押し込まれるときに前記第１のシール手段と前記第２のシール手段との
間に形成される空間が拡大し、且つ前記第一の部品が突出するときに前記第１のシール手
段と前記第２のシール手段との間に形成される空間が縮小するように、前記第一の部品の
摺動部に第一のシール手段を備えるとともに、前記第一の部品の摺動部に対向する前記第
二の部品の摺動部に第二のシール手段を備えることを特徴とする請求項５記載の第一及び
第二の部品間のシール構造。

　
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は密封型ラッシュアジャスタ及び第一及び第二の部品間のシール構造に関に関す
る。
【背景技術】
【０００２】
　従来、内燃機関の吸排気弁とシリンダヘッドとの間に設けられたバルブクリアランスを
自動的に略零に調整するラッシュアジャスタが実用化されている。このラッシュアジャス
タによれば、機能面では吸排気弁とシリンダヘッドとの干渉で発生する打音が解消される
とともに、メンテナンス面ではバルブクリアランスを定期的に点検調整する作業が不要化
される。ラッシュアジャスタには、例えばエンジンオイルを利用する外部給油型がある。
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この外部給油型ラッシュアジャスタの場合、エンジンオイルの注入量が不適切であったり
、劣化したオイルがそのまま使用されていたりするとエアや異物がオイルに混入する虞が
増大し、これらの要因によりラッシュアジャスタの機能が損なわれる場合がある。すなわ
ち、外部給油型ラッシュアジャスタにおいては、エンジンオイルのメンテナンスの良否に
よってラッシュアジャスタの機能が左右されてしまう。これに対して、ラッシュアジャス
タにはオイル等の液体が密封された密封型ラッシュアジャスタがあり、係る密封型ラッシ
ュアジャスタによれば、上述の機能阻害要因を排除できる。
【０００３】
　この密封型ラッシュアジャスタに関しては、例えば特許文献１で以下に示す密封型ラッ
シュアジャスタが提案されている。特許文献１が提案する密封型ラッシュアジャスタは、
断面Ｘ文字状に２つのリップを有するオイルシール（以下、単にＸシールと称す）をボデ
ィとプランジャとの間に備えている。このＸシールはシール両側にある２液を同時にシー
ルすることができ、このためこの密封型ラッシュアジャスタでは、Ｘシールが密封したオ
イル（以下、単に封入油とも称す）の外部への流出と、エンジンオイルなど外部の液体（
以下、単に外部油とも称す）の浸入とを同時に防止するための構成となっている。なお、
そのほか本発明と関連性があると考えられる技術が例えば特許文献２から４までで提案さ
れている。
【０００４】
【特許文献１】特公昭６２－２９６０５号公報
【特許文献２】特開２００５－１６２１３８号公報
【特許文献３】特開２００６－１３２６６０号公報
【特許文献４】実開平０１－１２４００８号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　ところで上記Ｘシールで密封したオイルにエンジンオイルが混入することを防止するた
めには、２液（エンジンオイルと密封したオイル）の混合を防止する必要があり、このた
めにはＸシールを往復運動用のシールとしても機能させる必要がある。これに対して、往
復運動用のシールは一般に摺動面に磨耗低減のための潤滑油膜を必要とし、機能的には押
し工程（密封型ラッシュアジャスタが短縮する工程）で外部に出た油膜を引き工程（密封
型ラッシュアジャスタが伸張する工程）で内部に戻すことで外部漏れを防いでいる。しか
しながら、上記Ｘシールを往復運動用のシールとして機能させることには無理がある。
【０００６】
　ここで、ラッシュアジャスタに必要なプランジャの作動ストロークは通常２ｍｍないし
２．５ｍｍ程度であり、さらにエンジン停止時にはプランジャがボディの底に沈んでいる
ため、この状態からエンジンクランキング後、カムがベース円にある工程でプランジャが
最も伸びた場合にはプランジャとボディとの摺動幅（ストローク）が２ｍｍないし２．５
ｍｍ程度を超えることもある。この点、Ｘシールは通常、プランジャの往復運動時にボデ
ィと摺動することなく、変形によりシール機能を維持しようとするが、例えば上記エンジ
ン始動時などには急激にプランジャが伸び上がることに起因してボディと摺動することも
ある。したがってこのようなときにはＸシールを往復運動用のシールとして機能させて、
油膜の移動による２液の混合を防止する必要がある。
【０００７】
　これに対して、油膜の移動による２液の混合は、本来プランジャのストロークが、Ｘシ
ールがボディ摺動面と接触する巾を上回ったときに発生する。したがって２液の混合を防
止するためには、プランジャのストロークに見合った大きさのＸシールが必要となる。そ
の一方で、密封型ラッシュアジャスタは内燃機関の設計の自由度を大きくするといった観
点などから極力コンパクトであったほうが好ましい。しかしながら、上記プランジャのス
トロークを考慮すると、２液の混合を防止できるＸシールでは、密封型ラッシュアジャス
タの大型化は避けられないと考えられ、逆に大型化を招くことなく適用できるＸシールで
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は、２液の混合を防止することは困難であると考えられる。すなわち、Ｘシールを往復運
動用のシールとして機能させることには無理があり、このことから、ボディとプランジャ
との間に備えた１つのシール手段で、密封したオイルの外部への流出だけでなく、外部か
らのエンジンオイルの浸入を同時に防止することは困難であることがわかった。
【０００８】
　またエンジン始動時、ことさら低温始動時には、エンジン打音を抑制するために密封型
ラッシュアジャスタが伸張し、いち早くラッシュをゼロにすることが密封型ラッシュアジ
ャスタにとって重要な機能となる。このため図６に示す密封型ラッシュアジャスタ１００
Ｘを例にすると、プランジャ２を付勢するためのプランジャスプリング４のばね荷重は係
る機能を実現するために程よく設定されている。一方、密封型ラッシュアジャスタ１００
Ｘの縮み動作は、プランジャ２及びボディ１Ｘの間の狭い隙間からの封入油のリークによ
るため、その速度は伸び上がり速度に比べてゆっくりとなる。
【０００９】
　したがって（伸び上がり速度）＞（縮み速度）となることから、密封型ラッシュアジャ
スタ１００Ｘにおける押し工程のプランジャ速度と引き工程のプランジャ速度は、
（引き工程のプランジャ速度＞押し工程のプランジャ速度）となる。
　また封入するオイルは（封入油の粘度）＞（外部油の粘度）となるように選定するのが
通例である。
　一方、往復運動用のシールにおけるシール摺動接触面の圧力分布と形成される油膜厚さ
の関係は、押し工程の油膜厚さをｈｏｐ、押し工程における油圧側の最大接触圧力勾配を
｜ｄｐ／ｄｘ｜ｍａｘ，Ｐ、引き工程の油膜厚さをｈｏＭ、引き工程における油圧側の最
大接触圧力勾配を｜ｄｐ／ｄｘ｜ｍａｘ，Ｍ、油の粘度をμ（ｐａ・ｓ）、プランジャ速
度をＵ（ｃｍ／ｓ）とすると、流体潤滑逆理論によって次の数１及び数２に示す式のよう
に整理される。
【数１】

【数２】

【００１０】
　以上から、封入油の流出を防止すべくプランジャ２の摺動部にシール手段（ここでは第
１のシール部材５）を一つ備えた通常の密封型ラッシュアジャスタ１００Ｘでは、引き工
程で形成される油膜厚さが、押し工程で形成される油膜厚さよりも大きくなる（式：ｈＯ

Ｍ＞ｈＯＰ）。図７はこのようにして形成される油膜の厚さを拡大して模式的に示す図で
あり、密封型ラッシュジャスタ１００Ｘにおいては、引き工程では図７（ａ）に示すよう
に外部油の厚い油膜が形成されるのに対して、押し工程では図７（ｂ）に示すように薄い
油膜が形成されることになる。これは引き工程で封入油を内部に戻していることを意味す
るが、このときエンジンオイル等の液体がシール摺動部位にまで浸入してきていた場合に
は、封入油とともにエンジンオイル等の液体を内部に掻き込んでしまうことになる。すな
わち通常の密封型ラッシュアジャスタ１００Ｘにおいてはこのような特徴を有することも
、外部からの液体の混入が発生する要因となっていた。
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【００１１】
　そこで、本発明は上記課題に鑑みてなされたものであり、外部から液体が浸入し、内部
に密封した液体に混入することを防止或いは抑制でき、特に押し工程及び引き工程のプラ
ンジャ速度の差を利用して外部から液体が浸入し、内部に密封した液体に混入することを
好適に防止或いは抑制できる密封型ラッシュアジャスタ、及び第一及び第二の部品間のシ
ール構造を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１２】
　上記課題を解決するために、本発明はプランジャと、該プランジャを嵌挿したボディと
を備えた密封型ラッシュアジャスタであって、前記プランジャの摺動部に第１のシール手
段を備えるとともに、前記プランジャの摺動部に対向する前記ボディの摺動部に第２のシ
ール手段を備えることを特徴とする。本発明によれば、第１のシール手段と第２のシール
手段とで密封した液体の流出と、外部からの液体の浸入とを個別に防止或いは抑制できる
。このため本発明によれば、シールをより確実に行うことができ、以って外部から液体が
浸入し、内部に密封した液体に混入することを防止或いは抑制できる。
【００１３】
　また本発明は前記プランジャが押し込まれるときに（押し工程で）前記第１のシール手
段と前記第２のシール手段との間に形成される空間が拡大し、且つ前記プランジャが突出
するときに（引き工程で）前記第１のシール手段と前記第２のシール手段との間に形成さ
れる空間が縮小するように、前記プランジャの摺動部に第１のシール手段を備えるととも
に、前記プランジャの摺動部に対向する前記ボディの摺動部に第２のシール手段を備えて
もよい。
【００１４】
　本発明は密封型ラッシュアジャスタの押し工程と引き工程のプランジャ速度の差に起因
して厚さの異なる油膜が形成されることに着目してなされたものであり、本発明によれば
外部からの液体の浸入を掻き出すようにして防止或いは抑制できるとともに、密封した液
体の流出を掻き込むようにして防止或いは抑制できる。この点、本発明は特にこのように
して好適な密封機能を発揮できる点で、例えば第１及び第２のシール手段をともにプラン
ジャの摺動部、またはボディの摺動部に備えた場合と比較して有利である。また本発明と
は逆の態様で上記の空間が拡大縮小するように第１のシール手段をプランジャの摺動部、
第２のシール手段をボディの摺動部に夫々備えることもできるが、本発明はこのような場
合と比較しても上記のように好適な密封機能を発揮できる点で有利である。
【００１５】
　また本発明は前記ボディが、前記第１のシール手段と前記第２のシール手段との間に形
成される空間から外部に連通する連通孔をさらに備えていてもよい。本発明によれば、密
封型ラッシュアジャスタが短縮する際のプランジャの摺動抵抗を減少させることができる
。
【００１６】
　また本発明はさらに前記ボディの外壁部のうち、前記連通孔よりも前記ボディの開口部
側の部分に第３のシール手段を備えていてもよい。本発明によれば、ボディに形成した連
通孔を通じて外部から液体が浸入することを防止或いは抑制できる。
【００１７】
　また本発明は往復で移動する第一の部品と、該第一の部品が摺動する第二の部品とを備
え、往動時と復動時とで第一の部品の移動速度に差が生じる第一及び第二の部品間のシー
ル構造であって、前記第一の部品の摺動部に第一のシール手段を備えるとともに、前記第
一の部品の摺動部に対向する前記第二の部品の摺動部に第二のシール手段を備えることを
特徴とする。本発明によれば、密封型ラッシュアジャスタに限られず、往復で移動する第
一の部品（例えばピストン等の移動部材）と、該第一の部品が摺動する第二の部品（例え
ばシリンダ等の保持部材）とを備え、往動時と復動時とで第一の部品の移動速度に差が生
じる第一及び第二の部品間のシール構造でシールをより確実に行うことができ、以って外
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部から液体が浸入し、内部に密封した液体に混入することを防止或いは抑制できる。
【００１８】
　なお、係る第一及び第二の部品間のシール構造においては、押し工程と引き工程の第一
の部品の移動速度の差に起因して厚さの異なる油膜が形成されることに着目して、前記第
一の部品が押し込まれるときに（押し工程で）前記第１のシール手段と前記第２のシール
手段との間に形成される空間が拡大し、且つ前記第一の部品が突出するときに（引き工程
で）前記第１のシール手段と前記第２のシール手段との間に形成される空間が縮小するよ
うに、前記第一の部品の摺動部に第一のシール手段を備えるとともに、前記第一の部品の
摺動部に対向する前記第二の部品の摺動部に第二のシール手段を備えることが好ましい。
これにより、外部からの液体の浸入を掻き出すようにして防止或いは抑制できるとともに
、密封した液体の流出を掻き込むようにして防止或いは抑制でき、持って好適な密封機能
を発揮できる。
【発明の効果】
【００１９】
　本発明によれば、外部から液体が浸入し、内部に密封した液体に混入することを防止或
いは抑制でき、特に押し工程及び引き工程のプランジャ速度の差を利用して外部から液体
が浸入し、内部に密封した液体に混入することを好適に防止或いは抑制できる密封型ラッ
シュアジャスタ、及び第一及び第二の部品間のシール構造を提供できる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２０】
　以下、本発明を実施するための最良の形態を図面とともに詳細に説明する。
【実施例１】
【００２１】
　図１は、本実施例に係る密封型ラッシュアジャスタ（以下、単にラッシュアジャスタと
も称す）１００Ａの構成を模式的に示す図である。ラッシュアジャスタ１００Ａは、基本
構成としてボディ１Ａと、プランジャ２と、チェック弁３と、プランジャスプリング４と
、第１のシール部材（請求項記載の第１のシール手段に相当）５と、ボールプラグ６と、
キャップリテーナ７と、第２のシール部材（請求項記載の第２のシール手段に相当）３０
とを有して構成されている。
【００２２】
　ボディ１Ａは有底円筒状の部材であり、円筒内にはプランジャ２が中心軸線と平行な方
向で摺動自在に嵌挿されている。ボディ１Ａの先端部には、プランジャ２の突出を規制す
るためのキャップリテーナ７が配設されている。このキャップリテーナ７はプランジャ２
の抜け止めとして機能する構成であり、外部から浸入しようとする液体を封止する機能は
有していない。プランジャ２は円柱状の部材であり、内部にはリザーバ室１０が形成され
ている。なお、リザーバ室１０は適宜の形状に形成されていてよい。プランジャ２の先端
側にはオイル（液体）を注入するための注入孔２ａが形成されており、さらにこの注入孔
２ａには注入したオイルや気体を密封するためのボールプラグ６が圧入されている。オイ
ルは規定量注入されており、リザーバ室１０の残りの空間には気体（例えば製造雰囲気か
ら得た空気など）が存在する。密封するオイルには例えばシリコンオイルを適用できる。
【００２３】
　プランジャ２の後端部には高圧室１１と連通する連通孔２ｂが形成されており、さらに
この連通孔２ｂにはチェック弁３が配設されている。プランジャ２の後端側には高圧室１
１が形成され、この高圧室１１にはプランジャスプリング４が配設されている。チェック
弁３は、プランジャスプリング４がプランジャ２を先端側へ突出するように付勢する際に
開いて、リザーバ室１０から高圧室１１へのオイルの移動のみを許容し、その逆の移動を
遮断する。
【００２４】
　またプランジャ２には、摺動面からリザーバ室１０に通じるリサイクル孔２ｃが、リザ
ーバ室１０側の開口部が、使用状態で常にオイルの油面Ｌよりも高圧室１１側になるよう
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に形成されている。リサイクル孔２ｃは、中心軸線に向かって中心軸線と直交するように
形成されており、プランジャ２の摺動面には、リサイクル孔２ｃと同じ高さ（摺動方向に
おける位置）で一周に亘って溝部２ｄが形成されている。さらに、ボディ１Ａの開口部側
のプランジャ２の摺動面には溝部２ｅが一周に亘って形成されており、この溝部２ｅには
外部へのオイル漏洩を防止するための第１のシール部材５が配設されている。この第１の
シール部材５は、ボディ１Ａとプランジャ２との間の僅かな隙間をリサイクル孔２ｃより
もボディ１Ａの開口部側でシールしている。
【００２５】
　上記構成をラッシュアジャスタ１００Ａの基本構成として、本実施例ではラッシュアジ
ャスタ１００Ａがさらに第２のシール部材（第２のシール手段）３０を備えている。第２
のシール部材３０は外部油の浸入を防止するための構成であり、ボディ１Ａの摺動面に形
成された溝部１ａＡに配置されている。すなわち、ラッシュアジャスタ１００Ａは、プラ
ンジャ２の摺動部に第１のシール部材５を備えるとともに、プランジャ２の摺動部に対向
するボディ１Ａの摺動部に第２のシール部材３０を備えている。
【００２６】
　溝部１ａＡは、ボディ１Ａの摺動面のうち、ラッシュアジャスタ１００Ａが最も伸びた
状態において、溝部２ｅよりもボディ１Ａの開口部側の部分に一周に亘って形成されてい
る。換言すれば溝部１ａＡ及び２ｅは、ラッシュアジャスタ１００Ａが最も伸びた状態で
第１及び第２のシール部材５、３０が互いに接触することがないように形成されている（
図２（ａ）参照）。このように溝部１ａＡ及び２ｅが夫々形成されたラッシュアジャスタ
１００Ａでは、ラッシュアジャスタ１００Ａが最も縮んだ状態で第１及び第２のシール部
材５、３０同士が最も離れることになる（図２（ｂ）参照）。
【００２７】
　すなわち、ラッシュアジャスタ１００Ａはプランジャ２が押し込まれるときに第１のシ
ール部材５と第２のシール部材３０との間に形成されるボディ１Ａ及びプランジャ２間の
クリアランスである空間Ｋが拡大し、且つプランジャ２が突出するときに第１のシール部
材５と第２のシール部材３０との間に形成される空間Ｋが縮小するように、プランジャ２
の摺動部に第１のシール部材５を備えるとともに、プランジャ２の摺動部に対向するボデ
ィ１Ａの摺動部に第２のシール部材３０を備えている。なお、第１及び第２のシール部材
５、３０は本実施例ではさらに具体的にはＯリングで実現されているが、このほかオイル
シールなど適宜のシール用部品等で実現されてもよい。また第１及び第２のシール部材５
、３０の断面形状は例えば円や四角など適宜の形状であってよい。
【００２８】
　ラッシュアジャスタ１００Ａでは上記のように第１及び第２のシール部材５、３０を備
えたことで、外部油の浸入や封入油の漏れを好適に防止或いは抑制できる。図３はラッシ
ュアジャスタ１００Ａ作動時に第１及び第２のシール部材５、３０において形成される油
膜の厚さを拡大して模式的に示す図である。なお、図３（ａ）では引き工程におけるラッ
シュアジャスタ１００Ａ伸び後の状態のみを、図３（ｂ）では押し工程におけるラッシュ
アジャスタ１００Ａ縮み後の状態のみを夫々示している。図３（ａ）に示すように第１の
シール部材５において引き工程で形成された封入油の厚い油膜は、図３（ｂ）に示すよう
に押し工程で薄い油膜が形成されることによって内部に掻き込まれる。また図３（ａ）に
示すように第２のシール部材３０において引き工程で形成された外部油の厚い油膜は、図
３（ｂ）に示すように押し工程で薄い油膜が形成されることよって外部に掻き出される。
【００２９】
　すなわちラッシュアジャスタ１００Ａでは、プランジャ２側の第１のシール部材５が封
入油の掻き込み作用を発揮し、ボディ１Ａ側に配置した第２のシール部材３０が外部油の
掻き出し作用を発揮するため、封入油と外部油の行き来を無くすことができ、これにより
結果として好適な密封機能を実現できる。以上により、外部から液体が浸入し、内部に密
封した液体に混入することを防止或いは抑制できるラッシュアジャスタ１００Ａを実現で
きる。



(8) JP 2009-91907 A 2009.4.30

10

20

30

40

50

【実施例２】
【００３０】
　図４は本実施例に係るラッシュアジャスタ１００Ｂの構成を模式的に示す図である。ラ
ッシュアジャスタ１００Ｂはボディ１Ａの代わりにボディ１Ｂを備えている点以外、ラッ
シュアジャスタ１００Ａと実質的に同一のものとなっている。ボディ１Ｂは、第１のシー
ル部材５と第２のシール部材３０との間に形成される空間Ｋから外部に連通する連通孔３
１をさらに備えている点以外、ボディ１Ａと実質的に同一のものとなっている。この連通
孔３１は第１及び第２のシール部材５、３０のシール摺動部位に掛からないように配置さ
れている。なお、連通孔３１を形成するにあたっては、溝部１ａＢとの関係上ボディ１Ｂ
が極薄にならないよう、また製造上バリが生じないように配慮することが好ましい。この
ラッシュアジャスタ１００Ｂによれば、ラッシュアジャスタ１００Ｂ短縮時に空間Ｋの内
圧が高まることを抑制できるので、ラッシュアジャスタ１００Ａと比較してさらにプラン
ジャ２の摺動抵抗を減少させることができる点で好適である。
【実施例３】
【００３１】
　図５は本実施例に係るラッシュアジャスタ１００Ｃを模式的に示す図である。なお、図
５ではシリンダヘッド５０に組み付けた状態のラッシュアジャスタ１００Ｃを示している
。ラッシュアジャスタ１００Ｃは第３のシール部材（請求項記載の第３のシール手段に相
当）４０を備えている点と、これに応じてボディ１Ｂの代わりにボディ１Ｃを備えている
点以外、ラッシュアジャスタ１００Ｂと実質的に同一のものとなっている。ボディ１Ｃは
、ボディ１Ｃの外壁部のうち、連通孔３１よりもボディ１Ｃの開口部側の部分、且つ組み
付け対象部品であるシリンダヘッド５０に挿入される部分に溝部１ｂＣを備えている点以
外、ボディ１Ｂと実質的に同一のものとなっている。
【００３２】
　第３のシール部材４０は具体的にはこの溝部１ｂＣに装着されており、シリンダヘッド
５０及びラッシュアジャスタ１００Ｃ間への外部油の浸入を防御するための構成となって
いる。なお、第３のシール部材４０は本実施例では具体的にはＯリングで実現されている
が、これに限られずオイルシールなど適宜のシール部品等で実現されてもよい。この第３
のシール部材４０を備えたラッシュアジャスタ１００Ｃによれば、ラッシュアジャスタ１
００Ｂと比較してさらに外部油が連通孔３１を介して空間Ｋに浸入することを防止或いは
抑制できる点で好適である。
【００３３】
　上述した実施例は本発明の好適な実施の例である。但し、これに限定されるものではな
く、本発明の要旨を逸脱しない範囲内において種々変形実施可能である。例えば上述した
実施例１は第一の部品をプランジャ２、第二の部品をボディ１Ａとした請求項５及び６記
載の第一及び第二の部品間のシール構造の実施例にもなっているが、請求項５及び６記載
の第一及び第二の部品間のシール構造においては、第一及び第二の部品はこれに限られず
、ピストンとシリンダなどであってもよい。
【図面の簡単な説明】
【００３４】
【図１】ラッシュアジャスタ１００Ａの構成を模式的に示す図である。
【図２】最伸張状態及び最短縮状態における第１及び第２のシール部材５、３０を拡大し
て模式的に示す図である。
【図３】ラッシュアジャスタ１００Ａ作動時に第１及び第２のシール部材５、３０におい
て形成される油膜の厚さを拡大して模式的に示す図である。
【図４】ラッシュアジャスタ１００Ｂの構成を模式的に示す図である。
【図５】ラッシュアジャスタ１００Ｃの構成を模式的に示す図である。
【図６】プランジャ２の摺動部にシール手段を一つ備えた通常の密封型ラッシュアジャス
タ１００Ｘの構成を模式的に示す図である。
【図７】ラッシュアジャスタ１００Ｘ作動時に第１のシール部材５において形成される油
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膜の厚さを拡大して模式的に示す図である。
【符号の説明】
【００３５】
　　１　ボディ
　　２　プランジャ
　　３　チェック弁
　　４　プランジャスプリング
　　５　第１のシール部材
　　３０　第２のシール部材
　　４０　第３のシール部材
　　５０　シリンダヘッド
　　１００　密封型ラッシュアジャスタ

　

【図１】 【図２】

【図３】
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【図６】 【図７】
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